
茨城景観百選

● 令和７年新春賀詞交歓会を開催
● 12支部長が新年の抱負
● 舗装部会が賀詞交歓会
● 常総支部が防疫活動に尽力
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筑波山梅林（つくば市）
筑波山梅まつり
令和７年２月８日（土）～３月９日（日）

筑波山梅林は、２月から３月にかけて約
1000 本もの梅が花を咲かせ、一年で最も美
麗な姿を見せてくれる。梅林最上部の「展望
あずまや」からは、眼下に梅の花と筑波山麓
の田園風景や研究学園都市の街並み、好天日
には東京スカイツリーや富士山を見渡せ、訪
れた人々の目を楽しませてくれる。

http://www.ibaken.or.jp/
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本会（石津健光会長）など県内の建設関係３団体は１月９日、令和７年の新春賀詞交歓会を水戸市の
水戸京成ホテルで開催しました。多くの来賓と会員企業の代表が出席。業界の働き方改革などを進め大
きな飛躍の年とすることを決意し合いました。

賀詞交歓会は本会、茨

城県建設技術管理セン

ター、茨城県建設業協同

組合が主催。来賓として

大井川和彦県知事や本県

選出国会議員、県議会議

員、県幹部職員、県内建

設関連各団体の代表など

を招きました。

主催者あいさつで石津会長は、昨年末に逝去さ

れた足立敏之参議院議員の冥福を祈念。

そして、地域建設業を取り巻く厳しい経営環

境、自然災害への対応、昨年末に発生した八千代

町の鳥インフルエンザに常総支部が対応してい

ることを紹介。「社会資本の整備や維持管理のみ

ならず、即座に災害対応を担う『地域の守り手』

という地域建設業の役割が増大している」と、防

疫作業に尽力している関係者に感謝の意を表し

ました。

さらに「担い手の確保が喫緊の課題」と指摘。

「地域の安全・安心を守るという社会的使命を果

たしつつ、永続する業界となるためには、適正な

利潤を確保し、将来にわたる経営基盤を強化する

ことが不可欠である」と強調。

「公共事業を円滑に執行しながら、担い手の確

保・育成、働き方改革を着実に推進し、ＤＸへの

対応などを進めていかなければならない。若者に

魅力ある産業となるよう、新４Ｋ（給料が良く、

休暇が取れ、希望が持てる、カッコいい）の実現

への取り組みを進め、若者に『選ばれる』業界と

していかなければならない」と呼び掛けました。

また「本会では、防災・減災、国土強靱化のた

めの対策に全力で協力するとともに、県が進めて

いる『活力があり、県民が日本一幸せな県』の実

現へ、社会資本の整備や県民の安心・安全をしっ

かりと支えてまいりたい」とあいさつしました。

来賓からは、大井川知事、額賀福志郎衆議院議

長など本県選出国会議員、県議会議員などが祝辞

を披露。さらに多くの来賓が紹介されました。

その後、高橋靖水戸市長の発声で乾杯。本年の

飛躍を誓い合いました。

石津会長

業界全体の飛躍を誓い合った賀詞交歓会

本年の飛躍を誓い乾杯しました

「選ばれる産業」へ飛躍を
茨建協など３団体　令和７年新春賀詞交歓会を開催
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大井川和彦・茨城県知事
本県は企業立地が進み、県民所

得が高くなっている。災害対策、
国土強靱化への取り組みをさらに
進めていきたい。地域の建設業が
地域社会を支えている。担い手の
確保にも共に取り組んでいく。

田所嘉德・衆議院議員
建設業は、夢のある、素晴らしい

仕事。持続的に経営していくには、
計画的な投資が必要となる。素晴ら
しいインフラ整備にご尽力いただき
たい。

国光文乃・衆議院議員
茨城の躍進のために働くことをお

誓いしたい。インフラ整備も形にし
ていきたい。県南地域は躍動してい
る。皆さんの力になるよう頑張って
いく。

加藤明良・参議院議員
経済の好循環が大切になる。建設

業界の課題解決のために、国からも
支援ができるようにしていく。皆さ
まのますますのご活躍を祈念申し上
げる。

佐藤信秋・参議院議員
設計労務単価の引き上げをしてい

く。品確法の運用指針も浸透させる。
国土強靱化も、しっかりとした計画
を作っていく。ご協力をお願いした
い。

自民党参議院比例区・見坂茂範支部長
国土交通省時代も、石津会長はじ

め茨城の皆さまには大変にお世話に
なった。佐藤信秋議員がされてきた
ことを引き継ぎ、建設産業のために
働く。

海野透・自由民主党県支部連合会会長
物価高騰、人材難、働き方改革

などでご苦労されていると思う。建
設業で働いて良かったと言ってい
ただけるように、頑張ってまいり
たい。

西野一・茨城県議会議長
時代に的確に対応し、未来を見

据えた県づくりを力強く推進して
いくことが重要。本県の飛躍と発
展のためには、地元からの厚い信
頼と優れた技術力を備えた地域建
設業の力が不可欠である。

額賀福志郎・衆議院議長
現場の声を聞かせていただいて、

行政の中で生かしてまいりたい。
国家と古里の発展のためインフラ
整備が求められている。皆さん方
も、夢を持って頑張っていただき
たい。

梶山弘志・衆議院議員
皆さまは、地域の防災・減災

の担い手として、インフラ整備の
中心的な存在としてご尽力いただ
いている。感謝申し上げる。安全
で事故のない一年にしていだきた
い。

永岡桂子・衆議院議員
鳥インフルエンザの防疫活動、

災害発生時のご対応に、心から感
謝申し上げる。皆さまのお仕事は
県民になくてはならないもの。皆
さまの本年の無事故を祈念申し上
げる。

本会の飛躍に期待の声 来賓から祝辞
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厳 し い 経 営 環 境 の
中、さまざまな課題が
山積している。今年も
皆さんの力を結集し、
一致団結して、まい進
してまいりたい。

水
戸
支
部

田
口
恵
一
郎 

支
部
長

皆さんのおかげで昨年
も支部の運営ができた。
今年も若手の雇用促進な
ど、さまざまな課題に、
一つ一つ取り組んでまい
りたい。

潮
来
支
部

松
﨑
里
志 

支
部
長

職場環境改善、人手不
足への対応としてＩＣＴ
施工、ＡＳＰなどに各会
員が努力している。支部
の研修会にも参加してい
ただきたい。

常
陸
大
宮
支
部

髙
野
潔 

支
部
長

後継者や技能労働者の
不足、物価高騰などの課
題がある。自然災害や防
疫作業などが発生してい
る。地域に貢献できる組
織づくりに努力したい。

土
浦
支
部

小
林
伸
行 

支
部
長

皆で協力し合って頑
張っていきたい。今年も
事故なく、非常に難しい
が、働き方改革として決
められた規則には則って
頑張っていく。

高
萩
支
部

秋
山
光
伯 

支
部
長

鳥インフルエンザの防
疫活動に感謝申し上げ
る。週休２日制や時間外
労働の規制に対応しなが
ら、ＩＣＴ技術などを有
効に活用していきたい。

常
総
支
部

中
川
原
勇 

支
部
長

永続する企業となるた
め、適正な利益の確保と
経営基盤の強化に努め
る。本年度も有益な情報
や有用な事業を展開して
まいりたい。

太
田
支
部

梅
原
基
弘 

支
部
長

人材確保や人件費・資
材高騰が大きな課題。経
営環境の改善へ、意見交
換や情報発信に努めてい
く。成長、発展の年にし
たい。

竜
ケ
崎
支
部

細
谷
武
史 

支
部
長

度重なる自然災害を踏
まえ、地域の守り手とし
てこれまで以上に気を引
き締める。公共事業が実
質減少傾向にある。危機
意識をもって取り組む。

大
子
支
部

大
藤
博
文 

支
部
長

ベテランが引退し、技
術者の不足が喫緊の課
題。人材と確保と育成
に取り組む。少しでも事
業量が増えるよう、一丸
となって努力していきた
い。

筑
西
支
部

白
田
唯
雄 

支
部
長

担い手の確保・育成へ、
働き方改革や生産性の向
上、イメージアップに取
り組んでいく。地域貢献
活動を通し、建設業の重
要性を訴えていく。

鉾
田
支
部

羽
生
義
隆 

支
部
長

災害時にいち早く駆け
付けるのが使命。そのた
めには働き方改革が必
要。適正な工期設定、賃
金確保、週休２日、ＩＣ
Ｔ活用などを進めてい
く。

境
支
部

新
井
孝 

支
部
長

 団結して飛躍の年に 団結して飛躍の年に12支部長が本年の抱負



常総支部（中川原勇支部長）は、八千代町で

昨年末に発生した高病原性鳥インフルエンザの

防疫作業（埋却作業）に協力しました。１月 17

日までに、延べ 240 人が埋却などの作業に尽力。

「地域の安全・安心の守り手」という本会の社会

的使命を果たしていただきました。

防疫活動は、茨城県と締結している「特定家畜

伝染病発生時の防疫業務に関する協定書」に基づ

き、県からの要請によって実施。

防疫活動について石津健光会長は「作業に携

わった常総支部の皆さまには、最大限の感謝を申

し上げます。今後も『地域の安全・安心を守る』

という使命を果たしてまいりたい」としています。
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本会と茨城県土木施工管理技士会は１月 27 日、

建設業スキルアップ講習会「一流の現場代理人に

必要な能力と伸ばし方」を水戸市の茨城県建設技

術研修センターで開催。参加した約 80 人は、会

社に利益をもたらす現場代理人の考え方や業務

への取り組み方について学びました。

土木施工管理技士会の細谷武史会長は「地域の

建設業者が有事の際に『地域の守り手』としての

使命を果たしていくには、適正な利潤確保、経営

基盤強化を図る必要があり、現場代理人の皆さん

が重要である。気付きを得られる機会になれば」

と、充実した講習に期待を寄せました。

本会の舗装部会（秋山光伯部

会長）は１月 10 日、茨城県ア

スファルト合材協会（石津健光

会長）と合同で令和７年賀詞交

歓会を水戸ドライブインひた

ちの里で開催。本年の飛躍を誓

い合いました。

秋山部会長は「道路の整備が本県の発展につな

がっている。経済発展を支えている仕事をしてい

ることに誇りをもっていきたい。本県が益々発展

していくために、道路の整備に取り組んでまいり

たい。働き方改革にも取り組む。事故無く、良い

年になることを祈念申し上げる」とあいさつ。

石津会長は「若い人が入ってくるよう適正な利

潤を得て、地域の活性化に貢献してまいりたい。

また、価格転嫁が進めば人材の確保など波及効果

は大きい。しっかりと取り組んでいく。意見を交

換しながら対応していきたい。皆さんと共に地域

に貢献してまいりたい」と決意を示しました。

スキルアップ講習会
現場代理人の能力向上へ

舗装部会が賀詞交歓会
地域発展に貢献を

秋山部会長

八千代町の鳥インフルエンザ 常総支部が
埋却作業に尽力



盛土規制法が本年４月１日から運用となります。茨

城県は同日から水戸市を除く全域を規制区域に指定

し、土石の一時的な堆積を含め、高さや土地面積が一

定規模以上の盛土等の行為について、許可・届出の対

象となります。

４月１日以前に着工している工事も届出の対象で、

４月 22 日までに届出を行う必要があります。届出は

各市町村に行い、市町村から所管の県民センター建築

指導課または県央建築指導室に提出されます。

水戸市については中核市であるため、独自で規制区

域を指定。令和８年度の指定を予定しています。

茨城県では、ユーチューブに盛土規制法の説明会の

動画を配信しています。「茨城県建築指導課」のチャ

ンネルで視聴できます。

盛土規制法の概要
【すき間のない規制】
■�都道府県知事等が、盛土等により人家等に被害を及ぼし
うる区域を規制区域として指定。土石の一時的な堆積も
含め、規制区域内で行う盛土等を許可の対象等
■�基礎調査が完了し、県内（水戸市を除く）全域を規制区
域に指定予定

【盛土等の安全性の確保】
■�許可基準に沿った安全対策を確認するため、①施工状況
の定期報告②中間検査③完了検査―を実施

【責任の所在の明確化】
■�土地所有者のほか、管理者、占有者が安全な状態に維持
する責務を有することを明確化
■�土地所有者等だけでなく、施工者、運搬者などの原因行
為者にも是正措置等を命令が可能等

【実効性のある罰則の措置】
■�無許可行為や命令違反等に対する罰則について、条例よ
り高い水準に強化等
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関東地方整備局は４月から、発注標準金額を見直し
ます。急激な資機材価格の上昇などを反映し、現行の
金額を 1.14 倍引き上げます。新たな金額は次の通りで
す。
【一般土木、建築工事】

◆Ａ級＝８億 2000 万円以上
◆Ｂ級＝３億 4000 万円以上８億 2000 万円未満
◆Ｃ級＝ 7000 万円以上３億 4000 万円未満
◆Ｄ級＝ 7000 万円未満

【アスファルト舗装】
◆Ａ級＝１億 4000 万円以上
◆Ｂ級＝ 6000 万円以上１億 4000 万円未満
◆Ｃ級＝ 6000 万円未満

【造園】
◆Ａ級＝ 3000 万円以上
◆Ｂ級＝ 3000 万円未満

【電気設備・暖冷房衛生設備】
◆Ａ級＝２億 3000 万円以上
◆Ｂ級＝ 6000 万円以上２億 3000 万円未満
◆Ｃ級＝ 6000 万円未満

茨城県土木部は２月１日から、特定建設業許可およ
び監理技術者の配置が必要となる下請代金額の下限値
を引き上げました。また、主任技術者、監理技術者の
専任を要する請負代金額の下限額も変更しました。

４月から発注標準金額見直し
関東地方整備局

特定建設業許可など下限値引き上げ
県土木部

４月から盛土規制法が適用されます一定規模で届出必要

県土木部　建設業法施行令の改正に伴う取り扱い
（２月１日から）

項目 現行 改正後

特定建設業許可・監理

技術者配置

（令第２条関係）

4500 万円 5000 万円

（建築一式工事の場合） 7000 万円 8000 万円

技術者等の専任配置

（令第 27条関係）
4000 万円 4500 万円

（建築一式工事の場合） 8000 万円 9000 万円
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筑西支部（白田唯雄支部長）は昨年 12 月 23 日、

茨城県筑西土木事務所（寺田明弘所長）と令和６

年度第２回安全衛生講習会を開催。事故事例や安

全施工などを学びました。白田支部長は「現場で

は安全作業をお願したい」とあいさつしました。

竜ケ崎支部（細谷武史支部長）は１月 22 日、

茨城県竜ケ崎工事事務所（井上和則所長）のＷｅ

ｂｅｘ説明会に参加。新機能の知識を習得しまし

た。細谷支部長は「初期対応の時間短縮に向け、

機能改善を実施した。活用を」と呼び掛けました。

筑筑筑筑筑西西西西支支支支支部部部部部筑筑筑筑西西西西支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
筑西支部
活動報告
筑西支部
活動報告

県筑西土木と
安全衛生講習会

竜竜竜竜竜ケケケケ崎崎崎崎支支支支支部部部部竜竜竜ケケケケ崎崎崎支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
竜ケ崎支部
活動報告
竜ケ崎支部
活動報告

Ｗｅｂｅｘ
活用へ説明会

�月 日 曜日 講　　習　　名 会　　　場 備考
4 3 4 木 金 足場作業主任者 茨城県建設技術研修センター

7 8 月 火 玉掛け 建荷協研修センター （学科）
9 水 （実技）
10 木 小型車両系建設機械 建荷協研修センター （学科）
11 金 （実技）
14 15 月 火 玉掛け 鹿島港湾福祉センター （学科）
16 水 （実技）
17 18 木 金 建築物石綿含有建材調査者（一般） 茨城県建設技術研修センター
22 火 刈払機取扱作業者 建荷協研修センター
23 24 水 木 地山の掘削及び土止め支保工作業主任者 茨城県建設技術研修センター25 金

5 12 13 月 火 足場作業主任者 鹿嶋市商工会館
19 20 月 火 高所作業車の運転 建荷協研修センター （学科）
21 水 （実技）
28 水 振動工具取り扱い業務 茨城県建設業協会境支部会館
30 金 施工管理者等の足場点検実務者研修 茨城県建設業協会境支部会館

6 3 4 火 水 型枠作業主任者 建荷協研修センター
５ 6 木 金 石綿作業主任者 茨城県建設技術研修センター
12 13 木 金 職長・安全衛生責任者能力教育 鹿嶋市商工会館
18 19 水 木 高所作業車の運転 鹿島港湾福祉センター （学科）（実技）
20 金 （実技）
23 24 月 火 足場作業主任者 筑西支部会館
25 26 水 木 高所作業車の運転 石毛建設会館 （学科）（実技）
27 金 （実技）
30 7月１日 月 火 木造作業主任者 茨城県建設技術研修センター

令和7年度4月～6月講習会開催予定表令和7年度4月～6月講習会開催予定表建設業労働災害
防止協会茨城県支部
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会員の動向
〈代表者変更〉

▽水戸支部
　㈱中野土建　中野　知惠子 → 中野　健一

〈住所変更〉
▽竜ケ崎支部
　令和建設㈱　〒302-0110
　　　　　　　　守谷市百合ヶ丘1-2401-1 → 
　　　　　　　〒302-0110　
　　　　　　　　守谷市百合ヶ丘1-2391-1

知ってほしい、より安心の制度

公益財団法人　建設業福祉共済団

URL  ：  https://www.kyousaidan.or. jp/　
フリーダイヤル　0120 - 913 - 931

法定外労災
補償制度 建設共済保険

掛金負担が軽減

手厚い補償

労働者と企業のリスクをカバー
お問い合わせ

浅野物産㈱（土浦支部）は、茨城県による令和
６年度の「女性リーダー登用先進企業表彰」を受
賞しました。短時間正社員制度・フレックスタイ
ム制の導入により、正社員の柔軟な働き方に先進
的に取り組んでいることが評価されました。表彰
式は２月 14 日にザ・ヒロサワ・シティ会館（水
戸市）で開催された「女性活躍・働き方応援シン
ポジウム」で行われました。

県女性リーダー登用先進企業表彰県女性リーダー登用先進企業表彰県女性リーダー登用先進企業表彰
浅野物産㈱（土浦支部）が

常総支部（中川原勇支部長）は２月４日、茨城
県赤十字血液センターより、日本赤十字社金色有
功章の表彰を常総市役所本庁舎にて受けました。
金色有功章は、連続して 20 年以上、献血活動を
行った団体に贈呈されるものです。

常総支部は、令和６年度で 21 回目の献血活動
を行っています。

常常常常総総総総支支支支支部部部部部常常常常総総総支支支支支部部部部
活活活活活動動動報報報告告告告告活活活活動動動報報報告告告
常総支部
活動報告
常総支部
活動報告

長年の献血協力で
金色有功章

中川原支部長（左）が金色有功章を受け取りました
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